
○身体的負担が小さく、がん細胞にのみダメージを与
えられる、粒子線がん治療の加速器や照射装置等
に要する大型の装置を、高温超電導技術を活用し
て小型化、低コスト化する研究開発を推進。 

○特に、重粒子線の加速器は大規模で設置費用、運
転費用がともに高コスト。現状1人当たりの治療費
は約300万円で、システムの小型化、消費電力低減
による低コスト化が治療費低減への課題である。 

○高温超電導マグネットによる高磁場化、要素機器
等の小型化により、従来の装置より設置面積・エネ
ルギー消費量を1/4 に低減し、大幅に小型化、省エ

ネ化を図る研究開発を行い、低コストの重粒子線
加速器を実現する。 

■ライフ② 医療用超電導加速器システム研究開発 
【平成25年度概算要求額：37.0億円〈うち特別重点要求：34.0億円〉（新規）】 
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○2010年から2025年までの15年間で、65歳以上の 高齢者は約709万人増加。社会全体

の高齢化率（総人口に占める高齢者の割合）が23％から30％に大幅上昇。 

○ 介護職員の数も2010年の133万人から、2025年には1.5倍以上の232～244万人が必

要。また、7割が腰痛を抱えるという現場の負担軽減が必要。 

○高齢者の自立支援と、介護職場の負担軽減のため、2015年度を目途に、ロボット介護

機器の開発・導入を加速する。 

○ロボット介護機器は個人のニーズに応じて多種多様であり、個々の市場が大きくないこ

とから、ベンチャーや中小企業が開発の中心であるが、その開発には厳格な安全性、

信頼性が求められ、リスクが大きいことから、国が支援することが必要。 

■ライフ③ ロボット介護機器開発・導入促進事業 
【平成25年度概算要求額：32.6億円〈うち特別重点要求：29.6億円〉（新規）】 
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